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M2B学習支援システム（2014年～）
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PC必携化 (2013~)学生19,000名，教職員8,000名
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AWSの構成
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・移行当初は2台のインスタンスで運用
・定期メンテナンスを半年に1回実施
・2019年3月より1台構成の運用に変更



負荷が大きくなる講義例
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• 全学必修科目：サイバーセキュリティ基礎論
 2,600名以上の学生が春学期に受講
 同時間帯には約700名（4クラス）が受講
 例年，4月はシステムのレスポンスが遅いが，

5月以降徐々に改善されていく印象

CPU負荷

日時

平日の13時過ぎにピーク
サイバーセキュリティ基礎論の講義はこの時間帯に実施



負荷上昇発生事例①
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発生日 2018年5月31日

現象 RDS（データベースサーバ）の容量枯渇による
M2Bシステムダウン

原因
システムに大きなファイル（一時ファイル）が追
加されディスクを圧迫
※原因はまだわかっていない

対応 RDSの容量を100GB拡張しRDSを再起動

影響 14:00ごろから6時間ほどM2Bシステム停止

障害発生時の
システム利用者数 約600名



負荷上昇発生事例②
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発生日 2019年6月3日

現象 M2Bシステムのレスポンスが著しく遅い

原因
セッション管理にRDSを使っていた．もともと
M2Bシステムは複数台のサーバーを用いて稼働さ
せていたため，一元的にセッション管理を行うた
めDBを利用していた．

対応
2019年3月から1台構成でM2Bシステムを稼働させ
ていたので，ローカルファイルを利用したセッ
ション管理に変更．対応は6月6日の早朝に実施．

影響 講義の最後の10分間で実施していた確認テストの
実施に影響

障害発生時の
システム利用者数 約600名



今後の方針
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• システムの負荷状況を利用者がいつでも確認でき
る仕組みが必要
 細かすぎる情報は一般利用者には不要
 3段階くらいの指標でじゅうぶん
青信号：今，使える
黄信号：ちょっと待った方がよい
赤信号：今は負荷が大きすぎて使えない

負荷状況

※イメージです

少し時間をおいて
アクセスしようか

な・・・
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